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鉄鋼業における熟練・技能の特質と継承問題 (下)
十 名 直 喜


























































































などのコス ト削減や品質向上,さらには需要産業のニーズの変化 (多様化 ,



































































































































ケー ト調査結果では,現在の熟練作業は今後 とも,伝承 していかなければな
らないという意見が極めて強 く,鉄鋼業における熟練作業への依存度の高い
ことが示されている。
鉄鋼業を取 り巻 く環境の著 しい変化は,頻繁な操業条件の変更や大幅な省

















































































































































































































































ではさらに,焼結機運転制御のDDC(直接数値制御 :Direct Digital Con‐
trol)化,CRT操作化および,複数の焼結機の運転室統合が進められている。
品質制御においても, 自動化 。システム化が果たした役割は大きい。
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(10 『鉄鋼界』1993年4月号 12～13ペー ジ。
(10 日本鉄鋼連盟『人にやさしい製鉄技術に関する調査研究報告一技術・技能の伝承の必
要性一』41～43ペー ジ。
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が高 く,ハー ド・ソフトともに大きな壁を抱えていることがわかる (表18)。
こうした傾向は,製鋼工程においても同様にみられる。AI導入の狙いは,「熟
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どのハー ド機器の高応答化・高機能化を促進 し,連続化 。自動化 。高精度化
に大きく寄与 してきた(24)。
ここでは,熱間圧延プロセスにおける自動化の進展とそのもとでの熟練・























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 第 57・58回西山技術記念講座『鉄鋼業における設備技術』 日本鉄鋼協会 1979年
27～28ペー ジ。













































































































































































機 械 制 御
設備に強いオペレーター 操業・ 品質に強い保全








































l活動の展開     |
! ・私つくる人 あなた :
if埜:I賀■ _J




























r鉄鋼の IE』Vol.26 No.5 1988年9月
′   Vol.27 No.6 1989年11月



































































































































































































































































































































































































対 して,生産プロセスの革新,FMS化を図ることが焦眉の課題 として浮上 し
てきているが,それに伴って,これまでの熟練・技能のかなりの部分が一方
では無用化 したり,システムに吸収される方向が予想される。日本の鉄鋼業
(30 同上 92～93ペー ジ。
鉄鋼業における熟練・技能の特質と継承問題 (下)      127
を支えてきた熟練・技能の深い蓄積をいかに創造的,建設的方向で継承 して
いくか薇果刻に問われている。
〔付記〕
本稿は,1994～95年度文部省科学研究費補助金 〔一般研究③「日本企業の
国際生産ネットワーク展開と次世代生産システムに関する研究」研究代表
者・坂本清 大阪市立大学商学部教授〕による研究成果の一部である。
00 +名直喜「鉄鋼業を支える関連労働力の衰退化問題」『名古屋学院大学研究年報 6』名
古屋学院大学産業科学研究所 Dec.1993。
